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省令・告示・定期点検基準の体系

① 省令・告示で 、年に１回、近接目視を基本とする点検を規定、健全性の診断結果を４つに区分。

（トンネル、橋などの構造物に共通）

② 点検方法を具体的に示す定期点検基準を策定。（トンネル、橋などの構造物毎）

③ 市町村における円滑な点検の実施のため、主な変状の着目箇所、判定事例写真等を加えたものを

定期点検要領としてとりまとめ。 （トンネル、橋などの構造物毎）

法令・定期点検基準の体系

健全性の診断結果を、４段階に区分

道路法

政令

省令・告示

H25.9.2施行

・トンネル、橋及び、損傷、腐食その他の劣
化その他の異状が生じた場合に道路の構
造又は交通に大きな支障を及ぼすおそれ
のあるものについて定期点検を規定
・５年に１回、近接目視を基本として実施
・健全性の診断結果を、４段階に区分

定期点検要領

・維持、点検、措置を講ずることを規定

（トンネル、橋などの構造物）

構造物に共通の規定

（トンネル、橋などの構造物）

各構造物毎に策定

・構造物の特性に応じ省令・告示に沿った
具体的な点検方法
・主な変状の着目箇所、判定事例写真等

H26.7.1施行
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平成26～29年度橋梁点検結果（道路管理者別）

各年度の点検実施率及び累計実施率（黒字）

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態
Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態
Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講

ずべき状態
Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態

点検実施率 点検結果

○ H26年7月からの定期点検が本格化し、平成26～29年度で橋梁 約80%、トンネル約71%、道路附
属物等 約75%の点検が完了。

○ 点検を実施した橋梁のうち、約10%は早期に修繕が必要。

※点検実施率はH26年12月末時点の施設数をもとに算出
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平成26～29年度橋梁点検結果（最優先で点検すべき橋梁）

点検計画と点検実施率 点検結果（H26～29累積）

○ 第三者被害の予防等の観点から最優先で点検を推進することとしている橋梁のうち、跨線橋の点検
実施率は約75%であり、点検した跨線橋のうち約22%は早期に修繕が必要。

※点検計画は平成26年12月時点で策定
※点検実施率はH26年12月末時点の施設数をもとに算出
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修繕実施状況（平成26～28 年度点検施設）

判定区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの措置（全道路管理者） 判定区分Ⅲ・Ⅳの措置（道路管理者別）

○ 平成26～28年度に点検を実施した橋梁のうち、次回点検までに措置を講ずべき橋梁（判定区分Ⅲ・
Ⅳ）における修繕に着手した割合は、現時点で、国土交通省管理で62％、地方公共団体管理で10％程
度。
○ ライフサイクルコストの縮減に向け、予防保全型（判定区分Ⅱ）の修繕に移行する必要があるものの、
現時点では事後保全型（判定区分Ⅲ・Ⅳ）の修繕よりも予防保全型の修繕に着手した割合は低い状況。

※平成26～28 年度に判定区分Ⅱ、Ⅲ、Ⅳと診断された施設の
うち、修繕（設計を含む）に着手した割合（H30.3 末時点）

○事後保全型（判定区分Ⅲ・Ⅳの修繕）

○予防保全型（判定区分Ⅱの修繕）
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跨線橋の点検および修繕の計画的実施について

平成２６・２７年度点検結果から、跨線橋はⅢ判定が２２％と高い水準

今後、修繕工事の増加が見込まれるが、鉄道との協議が必要となるため、点検のみならず修

繕工事も計画的かつ効率的に進むような仕組みが必要

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律案に対する附帯決議（平成２８年３月）

（衆）「跨線橋等の老朽インフラ改修が課題となっていることから、点検・修繕を計画的かつ効率的に進められる

よう仕組みを構築すること。」

（参）「跨線橋等の老朽化が課題となっていることから、点検・修繕を計画的かつ効率的に進められるような仕組

みを構築すること。」

附帯決議を踏まえ、省令改正（平成２８年１０月２８日公布、１２月１日施行）

道路管理者に対し、道路局長より通達を発出（平成２８年１０月２８日）

鉄道事業者に対し、鉄道局長より通達を発出（平成２８年１０月２８日）

通達の背景・目的

 道路法施行規則 第四条の五の五に次の一号を加える。

四 橋、高架の道路その他これらに類する構造の道路と独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、独立行政法
人日本高速道路保有・債務返済機構若しくは鉄道事業者の鉄道又は軌道経営者の新設軌道とが立体交差する場合に
おける当該鉄道又は当該新設軌道の上の道路の部分の計画的な維持及び修繕が図られるよう、あらかじめ独立行政
法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構、当該鉄道事業者又は当該
軌道経営者との協議により、当該道路の部分の維持又は修繕の方法を定めておくこと。
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跨線橋の点検および修繕の計画的実施について

①点検計画の協議にあわせ、点検結果を踏まえた修繕工事の協議
開始時期や工事実施時期等について、あらかじめ協議

②緊急に修繕工事を行う必要が生じた場合には、直ちに必要な措置
を講じることを鉄道事業者に確認

③点検計画、修繕工事計画について、地方整備局（メンテナンス会議
会長）が一括して協議

④協議の実施にあたり、「道路鉄道連絡会議（仮称）」を設置

通達本文

確認書（案）

協定書（案）

メンテナンス会議会長と鉄道事業者が一括協議して文書で確認す
るための「確認文書（案）」を添付

修繕工事実施前に各道路管理者と鉄道事業者が個別に協議を行
う際の雛形として「協定書（案）」を添付

通達の概要

（別紙１）

（別紙２）
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道路鉄道連絡会議の位置付け

上の管理者

下の管理者

高速会社 直轄 公社
都道府県
市区町村

道路法外

その他 鉄道

高速会社

直轄

公社

都道府県
市区町村

道
路
法
外

その他

鉄道

跨道橋
連絡会議

【道路メンテ
ナンス会議の

下部組織】

＜事務局＞
国道事務所

道路メンテナンス会議
【都道府県単位で設置済み】

＜事務局＞
国道事務所

個別協議

（仮称）
道路鉄道連絡会議
【道路メンテナンス会議の下部組織】

（仮称）
道路鉄道
連絡会議

【道路メンテナンス
会議の下部組織】

＜事務局＞
国道事務所

＜事務局＞
国道事務所
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対象施設・構成員・役割

○鉄道を跨ぐ全ての道路橋（跨線橋）
○道路を跨ぐ全ての鉄道橋（跨道鉄道橋）

○点検計画、修繕※計画等の調整（※修繕には耐震補強を含む）
○メンテナンスに関する情報共有
○耐震補強に関する情報共有
○その他要望、要請事項、意見交換等

○地方整備局（道路部、直轄事務所）
○地方運輸局（鉄道部）
○地方公共団体（都道府県、政令市、市町村）
○高速道路会社（NEXCO、首都高速、阪神高速、本四高速）
○鉄道事業者

対象施設

構成員

役割
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福井県道路鉄道連絡会議 規約 

 

 (名 称) 

第１条 本会は「福井県道路鉄道連絡会議」(以下「会議」という。)と称する。 

 

(目 的) 

第２条 会議は、道路法第２８条の２及び道路法施行規則の一部改正（平成２８

年１０月２８日付け国土交通省国道国発第１２９号道路局長通達）に基づき設

置するもので、福井県内の安全かつ円滑な交通の確保及び効率的な道路管理を

実現することを目的とする。 

 

(事 業) 

第３条 会議は第２条の目的を推進するため、次の事業を実施する。 

（１）跨線橋の改修について、点検・修繕を計画的かつ効率的に進められるよう

関係者の意見調整（点検及び修繕等に取り組むべき跨線橋に関する意見調整、

対外協議に関する調整等）に関する事業 

（２）関係者との情報共有（損傷事例や対応事例、点検及び修繕の措置状況等）

に関する事業 

（３）国民・道路利用者等を対象とした広報（点検結果や構造物の健全度に関す

る情報発信、メンテナンスに対する関心と理解の醸成等）に関する事業 

（４）前各号に掲げるものの他、会議の設立の目的に沿った活動の企画及び実施

に関する事業（必要に応じて、跨道鉄道橋に関するものも含むものとする。） 

 

(構 成) 

第４条 会議は別紙に掲げる関係機関をもって構成する。 

２．会議には、会長及び副会長を置くものとし、会長は近畿地方整備局福井河川

国道事務所長、副会長は中部運輸局鉄道部技術課長、福井県土木部道路保全課

長及び中日本高速道路株式会社金沢支社福井保全・サービスセンター所長とす

る。 

３．会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。 

４．会長は、会員以外の者で、メンテナンスに関わりが深い者をオブザーバーと

して出席させることができる。 

 

(事務局) 

第５条 会議における事務は、近畿地方整備局福井河川国道事務所道路管理課、

資料１－２
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中部運輸局鉄道部技術課、福井県土木部道路建設課、道路保全課及び中日本高

速道路株式会社金沢支社保全・サービス事業部企画統括チームにおいて処理す

る。 

 

(開催頻度) 

第６条 会議の開催は、年１回を基本とし、必要に応じて適宜開催する。 

 

(規約の改正) 

第７条 本規約の改正等は、会議の審議・承諾を得て行うことができる。 

 

(その他) 

第８条 本規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定めるもの

とする。 

 

(附 則) 

 本規約は、平成２９年 ２月 6日から施行する。 
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別紙 

福井県道路鉄道連絡会議 名簿 

 

 所   属 役  職 

会 長 国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 所  長 

副会長 国土交通省 中部運輸局 鉄道部 技術課長 

 福井県 土木部 道路建設課長

副会長 福井県 土木部 道路保全課長

副会長 中日本高速道路株式会社 金沢支社 福井保全･ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 所  長 

 中日本高速道路株式会社 金沢支社 敦賀保全･ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 所  長 

 中日本高速道路株式会社 金沢支社 保全･ｻｰﾋﾞｽ事業部 企画統括ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ

 西日本高速道路株式会社 関西支社 福知山高速道路事務所 所  長 

 西日本高速道路株式会社 関西支社 保全･ｻｰﾋﾞｽ事業部 保全ｻｰﾋﾞｽ統括課長

 福井市 建設部長 

 小浜市 産業部長 

 大野市 産経建設部長

 鯖江市 都市整備部長

 あわら市 土木部長 

 越前市 建設部長 

 坂井市 建設部長 

 おおい町 建設課長 

 西日本旅客鉄道株式会社 金沢支社 企画課 企画課長 

 日本貨物鉄道株式会社 関西支社 関西保全技術センター 所  長 

 福井鉄道 鉄道部 鉄道部長 

 えちぜん鉄道 技術部 技術部長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ
国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路保全企画官

国土交通省 近畿地方整備局 道路部 地域道路課長

事務局 

国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 道路管理課 

国土交通省 中部運輸局 鉄道部 技術課 

福井県 土木部 道路建設課、道路保全課 

中日本高速道路株式会社 金沢支社 保全･ｻｰﾋﾞｽ事業部 企画統括ﾁｰﾑ 
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跨線橋の点検結果及び修繕状況について

資料２

1
3



跨線橋の点検および修繕の計画的実施について（全国）
○緊急輸送道路及び跨線橋等の点検実施状況

○緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋梁については、第三者被害の予防等の観点から、最優先で

点検を行うこととしています。

○ 緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、緊急輸送道路を構成する橋梁の平成26～29 年度の累積点検実施率は8割以上です。

○ 跨線橋の累積点検実施率は、橋梁全体の累積点検実施率に比べて低い状況です。また、判定区分の割合は、橋梁全体の判

定区分に比べⅢの割合が高い状況です。

（出典：道路局メンテナンス年報）
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跨線橋の点検実施率及び点検結果（道路管理者別・全国）

各年度の点検実施率及び累計（黒字）

※点検実施率はH26年12月末時点の施設数をもとに算出
※四捨五入の関係で各年度の点検実施率の合計が累積実施率と

異なる場合がある

点検実施率（H26～29累積） 点検結果（H26～29累積）

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態
Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態
Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講

ずべき状態
Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態

11%

7%

12%

7%

19%

15%

6%

19%

14%

22%

23%

26%

22%

24%

20%

23%

26%

22%

25%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全管理者

市町村

都道府県等

高速道路会社

国土交通省

H26実施率 H27実施率 H28実施率 H29実施率

71％

82％

74％

65％

72％ 19%

17%

20%

3%

30%

58%

58%

58%

77%

50%

23%

25%

22%

20%

20%

0.1%

0.1%

0%

0%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全管理者

市町村

都道府県等

高速道路会社

国土交通省

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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跨線橋の点検実施率及び点検結果（道路管理者別・福井県）

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態
Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態
Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講

ずべき状態
Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態

点検実施率（H26～29累積） 点検結果（H26～29累積）

各年度の点検実施率及び累計（黒字）

※点検実施率はH26年12月末時点の施設数をもとに算出
※四捨五入の関係で各年度の点検実施率の合計が累積実施率と

異なる場合がある
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39%
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35%

29%

26%
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42%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

市町

都道府県等

高速道路会社

国土交通省

H26実施率 H27実施率 H28実施率 H29実施率

76％

94％

79％

78％

71％

20%

31%

14%

40%

6%

72%

61%

76%

53%

88%

8%

8%

10%

7%

6%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計

市町

都道府県等

高速道路会社

国土交通省

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 1/9

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

1 丸山高架橋（下）
ﾏﾙﾔﾏｺｳｶｷｮｳ(ｸﾀﾞ
ﾘ)

国道８号 1987 441.0 9.1 国土交通省 福井県 福井市
えちぜん

鉄道
Ⅱ 未 未

2 丸山高架橋（上）
ﾏﾙﾔﾏｺｳｶｷｮｳ(ﾉﾎﾞ
ﾘ)

国道８号 1972 441.0 9.1 国土交通省 福井県 福井市
えちぜん

鉄道
Ⅱ 未 未

3 丸山側道橋（上）
ﾏﾙﾔﾏｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ﾉ
ﾎﾞﾘ)

国道８号 1972 100.0 2.6 国土交通省 福井県 福井市
えちぜん

鉄道
Ⅱ 未 未

4 越美北線跨線橋（下）
ｴﾂﾐﾎｸｾﾝｺｾﾝｷｮｳ
(ｸﾀﾞﾘ)

国道８号 1973 27.0 12.1 国土交通省 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

5 越美北線跨線橋（上）
ｴﾂﾐﾎｸｾﾝｺｾﾝｷｮｳ(ﾉ
ﾎﾞﾘ)

国道８号 1967 27.0 12.1 国土交通省 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

6 下荒井高架橋（下）
ｼﾓｱﾗｲｺｳｶｷｮｳ(ｸﾀﾞ
ﾘ)

国道８号 1990 149.0 10.5 国土交通省 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

7 下荒井高架橋（上）
ｼﾓｱﾗｲｺｳｶｷｮｳ(ﾉﾎﾞ
ﾘ)

国道８号 1971 169.5 10.5 国土交通省 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

8 鯖江高架橋（下）
ｴﾂﾐﾎｸｾﾝｺｾﾝｷｮｳ
(ｸﾀﾞﾘ)

国道８号 1995 343.4 9.1 国土交通省 福井県 鯖江市 JR西日本 Ⅱ 未 未

9 鯖江高架橋（上）
ｴﾂﾐﾎｸｾﾝｺｾﾝｷｮｳ(ﾉ
ﾎﾞﾘ)

国道８号 1993 343.4 9.5 国土交通省 福井県 鯖江市 JR西日本 Ⅱ 未 未

10 行松高架橋（下）
ﾕｷﾏﾂｺｳｶｷｮｳ(ｸﾀﾞ
ﾘ)

国道８号 1988 676.5 9.7 国土交通省 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

11 行松高架橋（上）
ﾕｷﾏﾂｺｳｶｷｮｳ(ﾉﾎﾞ
ﾘ)

国道８号 1988 676.5 9.5 国土交通省 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

1
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 2/9

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

12 行松高架橋・下ＯＮ
ﾕｷﾏﾂｺｳｶｷｮｳ･ｸﾀﾞﾘ
ｵﾝ

国道８号 1988 137.2 6.6 国土交通省 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

13 行松高架橋・上ＯＦＦ
ﾕｷﾏﾂｺｳｶｷｮｳ･ﾉﾎﾞﾘ
ｵﾌ

国道８号 1988 126.7 6.6 国土交通省 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

14 泉跨線橋 ｲｽﾞﾐｺｾﾝｷｮｳ 国道８号 1956 28.4 8.2 国土交通省 福井県 敦賀市
日本貨物鉄

道
Ⅲ 未 未

15 鳩原跨線橋 ﾊﾄﾊﾗｺｾﾝｷｮｳ 国道８号 1952 14.8 6.7 国土交通省 福井県 敦賀市 JR西日本 未 未 未

16 河原高架橋（下） ｶﾜﾊﾗｺｳｶｷｮｳ(ｸﾀﾞﾘ) 国道８号 1977 260.0 10.0 国土交通省 福井県 敦賀市 JR西日本 Ⅱ 未 未

17 河原高架橋（上） ｶﾜﾊﾗｺｳｶｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ) 国道８号 1989 257.0 10.0 国土交通省 福井県 敦賀市 JR西日本 Ⅱ 未 未

18 城山跨線橋 ｼﾛﾔﾏｺｾﾝｷｮｳ 国道２７号 2007 37.0 19.0 国土交通省 福井県 美浜町 JR西日本 Ⅰ
不
要

-

19 木の芽川橋(1) ｷﾉﾒｶﾞﾜﾊﾞｼ(1)
北陸

自動車道
1980 277 9.8 

NEXCO
中日本

福井県 敦賀市 JR西日本 未 未 未

20 木の芽川橋(2) ｷﾉﾒｶﾞﾜﾊﾞｼ(2)
北陸

自動車道
1980 289 9.8 

NEXCO
中日本

福井県 敦賀市 JR西日本 未 未 未

21 湯尾第２橋 ﾕﾉｵﾀﾞｲ2ｷﾖｳ
北陸

自動車道
1977 23 13.9 

NEXCO
中日本

福井県 南越前町 JR西日本 Ⅲ 未 未

22 日野川橋(1) ﾋﾉｶﾞﾜﾊﾞｼ(1)
北陸

自動車道
1977 308 9.8 

NEXCO
中日本

福井県 南越前町 JR西日本 Ⅱ 未 未
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 3/9

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

23 日野川橋(2) ﾋﾉｶﾞﾜﾊﾞｼ(2)
北陸

自動車道
1977 300 9.8 

NEXCO
中日本

福井県 南越前町 JR西日本 Ⅱ 未 未

24 天王第１高架橋(1)
ﾃﾝﾉｳﾀﾞｲ1ｺｳｶｷｮｳ
(1)

北陸
自動車道

1976 124 10.0 
NEXCO
中日本

福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

25 天王第１高架橋(2)
ﾃﾝﾉｳﾀﾞｲ1ｺｳｶｷｮｳ
(2)

北陸
自動車道

1976 135 10.0 
NEXCO
中日本

福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

26 越前橋 ｴﾁｾﾞﾝﾊﾞｼ
北陸

自動車道
1975 14 12.8 

NEXCO
中日本

福井県 福井市
えちぜん

鉄道
Ⅱ 未 未

27 越前橋 ｴﾁｾﾞﾝﾊﾞｼ
北陸

自動車道
1975 14 12.8 

NEXCO
中日本

福井県 福井市
えちぜん

鉄道
Ⅱ 未 未

28 牛の谷橋 ｳｼﾉﾔﾊﾞｼ
北陸

自動車道
1973 25 10.8 

NEXCO
中日本

福井県 あわら市 JR西日本 未 未 未

29 牛の谷橋 ｳｼﾉﾔﾊﾞｼ
北陸

自動車道
1973 25 10.8 

NEXCO
中日本

福井県 あわら市 JR西日本 未 未 未

30 鳥羽川橋 ﾄﾊﾞｶﾜﾊﾞｼ
舞鶴若狭
自動車道

2014 357 11.2 
NEXCO
中日本

福井県 若狭町 JR西日本 Ⅰ
不
要

-

31 岩屋橋 ｲﾜﾔﾊﾞｼ
舞鶴若狭
自動車道

2014 52 11.2 
NEXCO
中日本

福井県 若狭町 JR西日本 Ⅱ 未 未

32 気山高架橋 ｷﾔﾏｺｳｶｷｮｳ
舞鶴若狭
自動車道

2014 697 11.2 
NEXCO
中日本

福井県 若狭町 JR西日本 Ⅰ
不
要

-

33 野松西橋 ﾉﾏﾂﾆｼﾊﾞｼ
舞鶴若狭
自動車道

2014 43 12.4 
NEXCO
中日本

福井県 美浜町 JR西日本 Ⅰ
不
要

未

34 野松東橋 ﾉﾏﾂﾋｶﾞｼﾊﾞｼ
舞鶴若狭
自動車道

2014 34 7.5
NEXCO
中日本

福井県 美浜町 JR西日本 Ⅰ
不
要

未

1
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 4/9

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

35 上ノ谷橋 ｳｴﾉﾀﾆﾊﾞｼ
舞鶴若狭
自動車道

2014 181 6.3 
NEXCO
中日本

福井県 美浜町 JR西日本 Ⅰ
不
要

-

36 敦賀衣掛大橋 ﾂﾙｶﾞｷﾇｶﾞｹｵｵﾊｼ
舞鶴若狭
自動車道

2014 560 11.8 
NEXCO
中日本

福井県 敦賀市 JR西日本 Ⅰ
不
要

-

37 和久里高架橋 ﾜｸﾘｺｳｶｷｮｳ
舞鶴若狭
自動車道

2011 495 10.7 
NEXCO
西日本

福井県 小浜市 JR西日本 Ⅱ 未 未

38 大願寺跨線橋（下り）
ﾀﾞｲｶﾞﾝｼﾞｺｾﾝｷｮｳ(ｸ
ﾀﾞﾘ)

国道416号 1976 175.0 8.7 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

39 大願寺跨線橋（上り）
ﾀﾞｲｶﾞﾝｼﾞｺｾﾝｷｮｳ(ﾉ
ﾎﾞﾘ)

国道416号 1976 175.0 8.7 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

40 和久里高架橋 ﾜｸﾘｺｳｶｷｮｳ
県道小浜イン

ター線
2009 293.5 8.4 福井県 福井県 小浜市 JR西日本 Ⅰ

不
要

-

41 安光立体交差橋
ﾔｽﾐﾂﾘｯﾀｲｺｳｻｷｮ
ｳ

主要地方道
芦原丸岡線

1975 246.1 9.2 福井県 福井県 坂井市 JR西日本 Ⅲ 未 未

42 福島立体交差橋 ﾌｸｼﾏﾘｯﾀｲｺｳｻｷｮｳ
主要地方道
丸岡川西線

1975 226.0 9.9 福井県 福井県 坂井市 JR西日本 Ⅲ 未 未

43 鯖波跨線橋 ｻﾊﾞﾅﾐｺｾﾝｷｮｳ 国道305号 1990 180.0 11.1 福井県 福井県 南越前町 JR西日本 Ⅱ 未 未

44 大鶴目跨線橋 ｵｵﾂﾙﾒｺｾﾝｷｮｳ
県道今庄停車

場線
1986 155.0 11.3 福井県 福井県 南越前町 JR西日本 Ⅱ

不
要

-

45 そのべ陸橋 ｿﾉﾍﾞﾘｯｷｮｳ
主要地方道
坂本高浜線

2002 283.0 9.6 福井県 福井県 高浜町 JR西日本 未 未 未

46 あじさい大橋 ｱｼﾞｻｲﾊｼ
主要地方道
上中田烏線

1996 186.5 14.1 福井県 福井県 若狭町 JR西日本 Ⅱ 未 未
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 5/9

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

47 松森立体橋 ﾏﾂﾓﾘﾘｯﾀｲｷｮｳ 国道365号 1971 193.4 10.4 福井県 福井県 越前市 JR西日本 未 未 未

48 錦立体橋 ﾆｼｷﾘｯﾀｲｷｮｳ
県道小曽原武

生線
1970 224.5 10.9 福井県 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ

不
要

-

49

家久高架橋（上り） ｲｴﾋｻｺｳｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ) 県道寺武生線 2012 518.65 8.29 福井県 福井県 越前市

JR西日本 未 未 未

50 福井鉄道 未 未 未

51

家久高架橋（下り） ｲｴﾋｻｺｳｷｮｳ(ｸﾀﾞﾘ) 県道寺武生線 2012 518.65 8.29 福井県 福井県 越前市

JR西日本 未 未 未

52 福井鉄道 未 未 未

53 北府跨線橋 ｷﾀｺﾞｺｾﾝｷｮｳ
主要地方道
武生美山線

1962 40.6 11.7 福井県 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ 未 未

54 平野高架橋 ﾋﾗﾉｺｳｶｷｮｳ
県道本保平野

線
1994 175.5 10.5 福井県 福井県 小浜市 JR西日本 Ⅱ 未 未

55 北鯖江跨線橋 ｷﾀｻﾊﾞｴｺｾﾝｷｮｳ
県道徳光鯖江

線
1984 168.0 10.0 福井県 福井県 鯖江市 JR西日本 未 未 未

56 後瀬山跨線橋 ﾉﾁｾﾔﾏｺｾﾝｷｮｳ
主要地方道

小浜停車場線
2000 207.5 8.0 福井県 福井県 小浜市 JR西日本 未 未 未

57 鳥羽跨線橋 ﾄﾊﾞｺｾﾝｷｮｳ
主要地方道
上中田烏線

1989 222.8 8.2 福井県 福井県 若狭町 JR西日本 Ⅱ 未 未

58 上鯖江跨線橋 ｶﾐｻﾊﾞｴｺｾﾝｷｮｳ
県道福井鯖江

線
1995 238.3 8.1 福井県 福井県 鯖江市 JR西日本 Ⅱ 未 未
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 6/9

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

59 清水跨線橋 ｼﾐｽﾞｺｾﾝｷｮｳ 国道417号 1982 183.6 7.2 福井県 福井県 鯖江市 JR西日本 未 未 未

60 縄文の里大橋 ｼﾞｮｳﾓﾝﾉｻﾄｵｵﾊｼ 国道162号 1999 202.0 8.6 福井県 福井県 若狭町 JR西日本 Ⅱ 未 未

61 天筒橋歩道橋 ﾃﾂﾞﾂﾊｼﾎﾄﾞｳｷｮｳ 国道476号 1994 157.5 3.5 福井県 福井県 敦賀市
日本貨物鉄

道
未 未 未

62 本所川跨線橋 ﾎﾝｼﾞｮｶﾞﾜｺｾﾝｷｮｳ
主要地方道
小浜綾部線

2000 37.5 10.8 福井県 福井県 小浜市 JR西日本 未 未 未

63 若狭鳥羽高架橋 ﾜｶｻﾄﾊﾞｺｳｶｷｮｳ
主要地方道
上中田烏線

2013 207.55 8.6 福井県 福井県 若狭町 JR西日本 未 未 未

64 神明橋 ｼﾝﾒｲﾊﾞｼ 国道417号 1981 10.2 11.8 福井県 福井県 永平寺町
えちぜん

鉄道
Ⅰ

不
要

-

65 東藤島高架橋（西側）
ﾋｶﾞｼﾌｼﾞｼﾏｺｳｶｷｮｳ
(ﾆｼｶﾞﾜ)

国道416号 1983 230.0 19.25 福井県 福井県 福井市
えちぜん

鉄道
Ⅱ

不
要

-

66 高木跨線橋 ﾀｶｷﾞｺｾﾝｷｮｳ
主要地方道
福井丸岡線

1960 17.8 10.4 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅲ 未 未

67
高木跨線橋側道橋
（上り）

ﾀｶｷﾞｺｾﾝｷｮｳｿｸﾄﾞｳ
ｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ)

主要地方道
福井丸岡線

1982 30.5 1.5 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

68
高木跨線橋側道橋
（下り）

ﾀｶｷﾞｺｾﾝｷｮｳｿｸﾄﾞｳ
ｷｮｳ(ｸﾀﾞﾘ)

主要地方道
福井丸岡線

1982 30.5 1.5 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

69 丸山陸橋 ﾏﾙﾔﾏﾘｯｷｮｳ
主要地方道
小浜綾部線

1981 40.0 9.1 福井県 福井県 おおい町 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

70 大町跨線橋 ｵｵﾏﾁｺｾﾝｷｮｳ
県道三尾野別

所線
1974 180.0 16.3 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ

不
要

-
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No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

71 富田跨線橋 ﾄﾐﾀｺｾﾝｷｮｳ
県道五条方松
原出勝山線

2006 162.0 11.3 福井県 福井県 大野市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

72 松岡観音跨線橋
ﾏﾂｵｶｶﾝﾉﾝｺｾﾝｷｮ
ｳ

県道舟橋松岡
線

2007 158.0 9.7 福井県 福井県 永平寺町
えちぜん

鉄道
Ⅰ

不
要

-

73 計石跨線橋 ﾊｶﾘｲｼｺｾﾝｷｮｳ 国道158号 1995 87.0 12.4 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

74 天筒橋 ﾃﾂﾞﾂﾊﾞｼ 国道476号 1994 400.2 11.5 福井県 福井県 敦賀市
日本貨物鉄

道
Ⅱ

不
要

-

75 上志比跨線橋 ｶﾐﾋｼｺｾﾝｷｮｳ
県道上志比イ

ンター線
2008 200.0 8.3 福井県 福井県 永平寺町

えちぜん
鉄道

Ⅰ
不
要

-

76 弐の畝跨線橋 ﾆﾉｾｺｾﾝｷｮｳ 国道158号 2011 54.5 8.5 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

77 宿布大橋 ｼｭｸﾇﾉｵｵﾊｼ 国道158号 1987 195.5 12.9 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

78 宿布橋 ｼｭｸﾇﾉﾊﾞｼ 国道158号 1937 9.9 7.2 福井県 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未

79 吉野高架橋 ﾖｼﾉｺｳｶｷｮｳ
県道福井鯖江

線
2017 221.6 13.0 福井県 福井県 越前市 福井鉄道 未 未 未

80 開発跨線橋 ｶｲﾎﾂｺｾﾝｷｮｳ
市道 環状西

線
1988 148.0 13.0 福井市 福井県 福井市 JR西日本 未 未 未

81 花堂跨線橋 ﾊﾅﾝﾄﾞｳｺｾﾝｷｮｳ 市道 花堂線 2001 191.0 12.8 福井市 福井県 福井市 JR西日本 Ⅱ 未 未
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No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

82 石盛跨線橋 ｲｼﾓﾘｺｾﾝｷｮｳ
市道 川西国

道線
1981 147.0 13.0 福井市 福井県 福井市 JR西日本 Ⅰ

不
要

-

83 小和清水跨線橋 ｺﾜｼｮｳｽﾞｺｾﾝｷｮｳ
市道小和清水

獺ヶ口線
不明 7.3 5.3 福井市 福井県 福井市 JR西日本 Ⅰ

不
要

-

84 西縄手下高架橋 ﾆｼﾅﾜﾃｺｳｶｷｮｳ
市道太興寺国

分線
2007 24.0 8.0 小浜市 福井県 小浜市 JR西日本 Ⅰ

不
要

-

85 無名橋284 ﾑﾒｲﾊﾞｼ284
市道 西勝原

国道線
不明 7.6 3.5 大野市 福井県 大野市 JR西日本 未 未 未

86 無名橋285 ﾑﾒｲﾊﾞｼ285
市道 西勝原

国道線
不明 7.65 3.0 大野市 福井県 大野市 JR西日本 未 未 未

87 西山跨線橋 ﾆｼﾔﾏｺｾﾝｷｮｳ
市道 西山長

泉寺線
1994 80.0 8.1 鯖江市 福井県 鯖江市 福井鉄道 Ⅱ

不
要

-

88 踏雲橋 ﾌﾐｸﾓﾊﾞｼ
市道 西山長

泉寺線
1995 10.3 5.6 鯖江市 福井県 鯖江市 福井鉄道 Ⅰ

不
要

-

89 高塚跨線橋 ﾀｶﾂｶｺｾﾝｷｮｳ
市道 1-9
滝・高塚線

1986 120.0 8.8 あわら市 福井県 あわら市 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

90
JR武生駅東西連絡
橋

ｼﾞｪｲｱｰﾙﾀｹﾌｴｷﾄｳ
ｻﾞｲﾚﾝﾗｸｷｮｳ

市道1302 1988 20.0 3.6 越前市 福井県 越前市 JR西日本 Ⅱ 未 未

91 紅葉田陸橋 ﾓﾐｼﾞﾀﾞﾘｸｷｮｳ 市道1276 1971 20.0 2.7 越前市 福井県 越前市 JR西日本 Ⅲ 済 未

92 五本跨線橋 ｺﾞﾎﾝｺｾﾝｷｮｳ
市道坂井中央

線
1980 221.0 8.3 坂井市 福井県 坂井市 JR西日本 Ⅱ

不
要

-
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跨線橋の点検結果及び修繕状況（福井県内） 9/9

※記入方法
・判定区分：点検実施済みの場合は判定区分「Ⅰ～Ⅳ」、点検未実施の場合は「未」を記入
・修繕実施状況：修繕実施済みの場合は「済」、修繕未実施の場合は「未」、修繕不要の場合は「不要」を記入
・再判定区分：修繕後、再判定実施済みの場合は再判定区分、再判定未実施の場合は「未」、修繕不要の場合は「－」を記入

※連続高架橋等、点検・修繕の対象箇所が複数ある場合、跨線部の状況を記入

No. 跨線橋名（フリガナ） 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（m）

幅員
（m）

管理者

行政区域

関係する
鉄道事業

者

点検・
修繕※

都道府県 市町村

判
定
区
分

修
繕
実
施
状
況

再
判
定
区
分

93 エッセル橋 ｴﾂｾﾙﾊﾞｼ
市道三国200

号線
1992 33.0 5.8 坂井市 福井県 坂井市

えちぜん
鉄道

未 未 未

94 眼鏡橋 ﾒｶﾞﾈﾊﾞｼ
市道三国55号

線
1913 14.2 5.8 坂井市 福井県 坂井市

えちぜん
鉄道

Ⅱ
不
要

-

95 潤臨の橋 ﾏﾘﾝﾉﾊｼ
町道本郷尾内

線
1997 28.9 7.0 おおい町 福井県 おおい町 JR西日本 Ⅱ

不
要

-

96 丸山歩道橋 ﾏﾙﾔﾏﾎﾄﾞｳｷｮｳ 町道丸山線 2000 19.7 2.4 おおい町 福井県 おおい町 JR西日本 Ⅱ
不
要

-

2
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跨線橋の点検実施率及び点検結果（道路管理者別・福井県）

管理者別の点検結果

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態
Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態
Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態
Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

16%

24%

10%

32%

6%

56%

47%

54%

42%

83%

6%

6%

7%

5%

6%

0%

0%

0%

0%

0%

22%

24%

29%

21%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計

市町

都道府県等

高速道路会社

国土交通省

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ H30点検
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耐震補強の推進

資料３
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橋梁・耐震補強の進め方について

① 熊本地震で落橋したロッキング橋脚については、熊本地震
（前震と本震の２度の大きな地震）と構造の特殊性から、これま
での対策では不十分で落橋の可能性が否定できない

② 緊急輸送道路の耐震補強は未だ不十分な状況（完了率※：77%）

③落橋した場合の影響が大きい高速道路・直轄国道をまたぐ

跨道橋で落橋防止対策が一部未了(完了率※：95%，地方管理のみ)

九州自動車道をまたぐ跨道橋の落橋
（県道小川嘉島線・府領第一橋）

橋梁の支承・主桁の損傷
（大分自動車道・並柳橋）

高速道路・直轄国道や同道路をまたぐ跨道橋等のロッキング

橋脚については、平成３１年度※までに耐震補強を完了（約４５０橋）

耐震補強の施工例

対策前 対策後

水平力を分担する構造

【支承補強の例】

☆地方管理道路の緊急輸送道路についても①、②、③の対策を推進

6%未満
6%以上26%未満
26%以上

高速道路や直轄国道をまたぐ跨道橋については、少なくとも落橋・
倒壊の防止を満たすための対策を平成３３年度まで優先的に支援
（地方管理：約400橋※）その他、ロッキング橋脚については、平成３１年度までに対策を完了させる。

※高速道路や直轄国道においては対策済み

≪対策イメージ≫

【落橋防止構造】

落橋防止構造

【橋脚補強】

橋脚補強

跨道橋

②緊急輸送道路の耐震補強の加速化

③高速道路・直轄国道をまたぐ跨道橋①ロッキング橋脚の耐震補強

熊本地震を踏まえた耐震対策の課題

高速道路や直轄国道について、大規模地震の発生確率等を踏ま
えて、落橋・倒壊の防止に加え、路面に大きな段差が生じないよう、
支承の補強や交換等を行う対策を加速化
・平成３３年度まで※：少なくとも発生確率が２６％以上の地域で完了
・平成３８年度まで※：全国で完了

今後３０年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率

直轄国道

地方管理道路

出典）全国地震動予測地図2016年版（地震調査研究推進本部）を基に作成

※今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率が26%、6%であることは、それぞれ
ごく大まかには、約100年、約500年に1回程度、震度6弱以上の揺れに見舞われることを示す。

※対策完了目標年次

※対策完了目標年次

※完了率は、平成２９年３月末時点
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緊急輸送道路上の橋梁の耐震補強進捗率(高速)

H30年3月末時点

進捗率

74%

東日本高速 79%

中日本高速 88%

西日本高速 59%

首都高速 98%

阪神高速 91%

本四高速 45%

※１　緊急輸送道路上の１５ｍ以上の橋梁

 ※２　進捗率は、兵庫県南部地震と同程度の地震においても軽微な損傷に留まり、速やかな機能回復が可能な耐震対策が完了した橋梁の進捗率

 ※３　原則、単径間の橋梁は対策不要と整理

道路管理者

高速道路会社管理

3
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19%

(19%)

H29

(2017)

(20%)

H30

(2018)

(20%)

H31

(2019)

(20%)

2020

(21%)

2021

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実績

(計画)

道路メンテナンス年報の概要

【参考】舗装点検
〇 平成29年度より５年に１回の頻度で目視を基本とする点検を
実施しており、直轄国道の実施率は約19%となっています。

国土交通省
(約62,000km)

【参考】修繕・措置の状況（平成２６～２８年度点検施設）
○ 事後保全型の修繕にくらべ、予防保全型の修繕は進ん
でいない状況です。

○ 国土交通省の管理する橋梁では、事後保全型の修繕に
62％着手していますが、都道府県政令市及び市町村に
おける事後保全型の修繕は9～13％と低い状況です。

判定区分 Ⅰ：健全
Ⅱ：表層機能保持段階
Ⅲ：修繕段階

■５年間の点検計画・累積点検実施率（国土交通省）

3%

10%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

橋梁
(199,338)

トンネル
(2,764)

道路附属物等
(12,467)

予防保全型（判定区分Ⅱの修繕）

（H26～H28）

■Ⅲ・Ⅳ判定の橋梁における点検年次別修繕着手率

17%

(18%)

H26

11%

(15%)

H26

14%

(16%)

H26

22%

(22%)

H27

18%

(23%)

H27

24%

(26%)

H27

23%

(21%)

H28

23%

(23%)

H28

24%

(22%)

H28

21%

(17%)

H29

23%

(19%)

H29

19%

(18%)

H29

(22%)

H30

(20%)

H30

(17%)

H30

83%

75%

80%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○ 平成26年7月より、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１度、近接目視で点検を行い、点検結果として健全性を４段階に診断することとしています。
○ 上記点検は着実に進捗しており、一巡目の最終年となる平成30年度に全ての橋梁、トンネル等の点検を実施する予定です。この他、国土交通省においては舗装の健全性を判定
する点検を、平成29年度から５年に１回の頻度で実施しています。

○ 地方公共団体管理施設における点検後の修繕着手率は、国土交通省管理施設の修繕着手率に比べ低い状況にあります。

〇 平成26～29年度の累積点検実施率は、橋梁 約80%、トンネル約71%、
道路附属物等 約75%となっています。

○判定区分Ⅲ，Ⅳの割合は、緊急輸送道路を跨ぐ
跨道橋で約12％、跨線橋で約22％、緊急輸送道
路を構成する橋梁で約11％となっています。

■５年間の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）

〇 平成26～29年度の累積点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋 約83％、
跨線橋 約75％、緊急輸送道路を構成する橋梁 約80％となっています。

〇 建設経過年数が長くなるほど、早期に修繕などの措置が
必要な施設の割合が多くなっています。

〔橋梁〕

■判定区分の割合（全道路管理者合計）

累積点検実施率及び点検結果（全体） 点検結果（全体）

点検実施状況と点検結果（平成２６～２９年度累計） 点検結果（平成２９年度）

9%

13%

16%

19%

16%

21%

26%

18%

20%

26%

24%

18%

80%

71%

75%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※道路附属物等：シェッド・大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

橋梁
(723,495)

トンネル
(10,878)

道路
附属物等※

(39,875)

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度実績

実績

（計画）

実績

（計画）

実績

（計画）

実績

（計画）

実績

（計画）

実績

（計画）

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋
(13,196)

跨線橋
(9,116)

緊急輸送道路を
構成する道路
(120,378)

(20%)
H27

(10%)
H26

(24%)
H29

(23%)
H30

(24%)
H28

(17%)
H27

(17%)
H26

(19%)
H29

(31%)
H30

(18%)
H28

(24%)
H27

(15%)
H26

(18%)
H29

(22%)
H30

(20%)
H28

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋
(11,582)

跨線橋
(7,099)

緊急輸送道路を
構成する道路
(101,921)

〔道路附属物等〕

〔トンネル〕

41%

3%

33%

49%

55%

52%

10%

42%

15%

0.1%

0.5%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

橋梁
(590,862)

トンネル
(7,932)

道路
附属物等※

(31,848)

〇判定区分Ⅲ，Ⅳの割合は、橋梁で約10％、トン
ネルで約43％、道路附属物で約15％となってい
ます。
■判定区分の割合（全道路管理者合計） ■判定区分と建設経過年数（全道路管理者合計）

判定区分 Ⅰ：健全
Ⅱ：予防保全段階
Ⅲ：早期措置段階
Ⅳ：緊急措置段階

■緊急輸送道路及び跨線橋等の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）

実績 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

累積点検実施率及び点検結果（緊急輸送道路及び跨線橋等）

22%

20%

36%

66%

58%

53%

12%

22%

11%

0.1%

0.01%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

44%

(85,010)
48%

(91,886)

8%

(15,576)

0.1%

(147)

H29年度

橋梁

192,619橋

3,882

7,019

10,247

12,166

10,698

7,716

33,282

85,010

1,702

6,023

10,387

15,533

16,718

12,576

28,947

91,886

76

365

976

2,433

3,893

3,829

4,004

15,576

5

6

12

35

58

31

147

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～10年

11年～20年

21年～30年

31年～40年

41年～50年

51年～

不明

合計

2%

(64)

58%

(1,573)

39%

(1,058)

0.4%

(10)

H29年度

トンネル

2,705箇所

37

10

6

2

2

2

5

64

234

302

353

218

196

244

26

1,573

40

148

262

185

182

219

22

1,058

1

1

7

1

10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～10年

11年～20年

21年～30年

31年～40年

41年～50年

51年～

不明

合計

31%

(2,508)

52%

(4,205)

17%

(1,352)

0.02%

(2)

H29年度

道路附属物等

8,067施設

583

674

518

183

293

68

189

2,508

288

860

960

600

844

157

496

4,205

23

117

242

291

477

91

111

1,352

1

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～10年

11年～20年

21年～30年

31年～40年

41年～50年

51年～

不明

合計

15%

40%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

橋梁
(42,438)
トンネル
(2,304)

道路附属物等
(3,457)

事後保全型（判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕）

（H26～H28)
48%

(約5,490km)

37%

(約4,200km)

12%

(約1,350km)

3%

(約310km)

■アスファルト舗装の健全性判定区分

（国土交通省延べ車線延長ベース）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ-1

Ⅲ-2

H29年度
舗装(As)
約11,300km

66%

(約310km)

29%

(約140km)

4%

(約20km)

■コンクリート舗装の健全性判定区分

（国土交通省延べ車線延長ベース）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

H29年度
舗装(Co)
約500km

点検
実施
年度

修繕が必要な
施設数（Ａ）

修繕に着手済み
の施設数（Ｂ）

着手率
（Ｂ／Ａ）

国土交通省

H26 765 572

H27 548 342

H28 684 319

高速道路会社

H26 298 180

H27 397 132

H28 479 110

都道府県･
政令市等

H26 3,528 471
H27 4,135 414

H28 4,873 288

市町村

H26 5,130 1,064

H27 9,550 1,223
H28 12,051 1,089

75%

62%

47%

60%

33%

23%

13%

10%

6%

21%

13%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26～H28
62%

H26～H28
36%

H26～H28
9%

H26～H28
13%
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